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１．概要（Summary） 

ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）は骨組織に

比較的近いヤング率を有するスーパーエンジニアリ

ングプラスチックであり、次世代の骨修復材料として

近年注目を集めている。本研究では PEEK および炭

素繊維／グラファイト／ PTFE 強化 PEEK

（CGF-PEEK）の表面に細孔を形成し、擬似体液

（SBF）中で高活性にアパタイト形成を誘起するリン

酸カルシウム微粒子（アパタイト核）を、細孔を有す

る基材の細孔内に形成する手法（関連特許(1)）で生体

活性を付与し、擬似体液（SBF）中でのアパタイト形

成能を評価した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3D測定レーザー顕微鏡、ゼータ電位・粒径測定システ

ム、集束イオンビーム走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

PEEK、CGF-PEEK に硫酸処理を施し、細孔を形

成した。その後、グロー放電により酸素プラズマを照

射した。走査型電子顕微鏡、3D レーザー顕微鏡、集

束イオンビーム走査電子顕微鏡で表面近傍の形態変化

を観察した。また、表面近傍の帯電状態をゼータ電

位・粒径測定システムを用いて評価した。25 ℃、pH 

8.4 に調整した SBF に基材を浸漬し、70 ℃で 24 時

間保持した。これにより、アパタイト核を PEEK お

よび CGF-PEEK表面の細孔内に形成し、生体活性を

付与した。得られた生体活性 PEEK および生体活性

CGF-PEEKを 36.5 ℃、pH 7.4の SBFに浸漬し、材

料表面におけるアパタイト形成能を薄膜 X 線回折装

置、走査型電子顕微鏡、エネルギー分散型 X線分析装

置を用いて評価した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

硫酸処理により、PEEKおよび CGF-PEEKの表面

に網目状の細孔が形成された。ついでグロー放電処理

およびアパタイト核処理により得られた、生体活性

PEEKおよび生体活性 CGF-PEEKを SBFに浸漬し

たところ、材料表面全体が 1日以内に骨類似アパタイ

ト層で覆われ、高いアパタイト形成能を示した。 

４．その他・特記事項（Others） 

 特になし。 
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